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	新型コロナ感染急拡大への対策に関する申し入れ
	記
	1、PCR検査の抜本的拡充などについて
	①医療機関、介護施設、福祉施設、保育園・幼稚園、学校などの施設に勤務する職員、出入り業者への定期的なPCR等検査を行い、必要に応じて施設利用者全体を対象にした検査を行うよう国に求めること。また、区としても必要に応じて、施設の職員・利用者などを対象にした積極的な検査を実施すること。
	②北区PCR検査センターを増設するとともに、大学・研究所とも連携して検査体制を強化し、自覚症状がなかったり、濃厚接触者と判断されない場合でも、希望する区民がかかりつけ医を通して無料でPCR検査を受けられるようにすること。
	③北区医師会や東京都などと連携し、検査によって明らかになった無症状・軽症の陽性者を隔離・保護するための宿泊療養施設を緊急に確保すること。自宅待機などを余儀なくされる陽性者には、区として必要な物資の提供や支援を行うこと。
	④感染症対策の中枢を担う北区保健所については、検査体制の拡充、専門職の確保など体制のさらなる強化を図ること。
	⑤区内医療機関に対し、区として物資補給や財政的支援を行うこと。
	⑥感染者数、検査数、陽性率などをホームページで毎日更新するなど、さらなる情報公開に努めること。

	2、暮らしと営業を守るための支援について
	⑦新型コロナの影響による家計への負担を軽減するため、国民健康保険料の引き下げ、子どもの均等割の軽減を検討すること。また、傷病手当については、給与収入者だけでなく自営業者やフリーランスにも対象を広げること。
	⑧特別区民税や各種保険料などの減免、延納などの制度・措置については、さまざまな媒体や機会を通じて、繰り返し区民に周知徹底すること。
	⑨中小企業等への家賃支援給付金について、4月以前の売上減も対象にするよう国に求めること。また、独自に上乗せを図る東京都家賃等支援給付金について、国の基準と同じ6ヵ月分を支給するよう東京都に求めること。さらに、区として、フリーランスや社会福祉法人、NPO法人も家賃支援給付金の対象となることを広く周知し、区独自に家賃補助の上乗せを行うこと。
	⑩本格的な熱中症の時期を迎えるにあたり、低所得の高齢者や障がい者、子育て世帯などを対象にしたエアコン設置助成、電気代補助等の施策を実施すること。
	⑪公共の仕事に従事するシルバー人材センター会員や、放課後子ども総合プランの有償ボランティアなど、区の要請で仕事が減った区民に対し、区独自の支援を行うこと。

	3、子どもたちへの感染を防ぎ、学びを保障するために
	⑫少人数学級の早期実現に向けて、教員と教室を抜本的に増やす予算措置等を講じるよう、国と東京都に求めること。当面、校内で利用できるあらゆる教室・施設を活用して、少人数指導を積極的に推進すること。
	⑬各校に1人ずつ増員された学級指導員、スクールサポーターを、さらに増員するよう国や東京都に求めること。また、教員以外に校内の清掃・消毒など感染防止の仕事に携わる人員を配置すること。
	⑭オンライン授業における学力格差の拡大を防ぐため、ICT支援員を各校に1人以上配置できるよう、基準の変更を求めること。
	⑮区立中学校において、今年度の中止が決定された修学旅行に代わる思い出づくりの取り組みを検討し、実施すること。



